表現力を高めるイメージ化の一考察 by 深美 和夫
今回の新指導要領・国語科の改善基本方針の一つに、小・中・高
校と一貫したものとして、「表現力を高めるようにする。」が明確
に
示
さ
れ
た
。
今
ま
で
に
も
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
で
効
果
を
あ
げ
て
き
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
、
特
に
小
・中学校で実践している中の一つである「イメージ化」という方法
を文学的教材（詩）の実践授業実態から例を引いて考察してみたい。
｜
、
言
語
能
力
の育成とイメージ化
国語科指導の使命は、国語の力を学習者一人ひとりに手堅く身に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
そ
の
観
点
の
二
つ
を
あ
げ
て
み
る
。
その一つは、目標論である。国語を正しく有効に使う能力、言語
で表現し理解する能力を育成するということである。つまり、言語
生活は、「思考・心情・想像・創造」などの精神作用の能力が働い
ていることを受け止め、教材の内容的価値による陶治、人間形成に
資する面を大切にしなければならないということである。
その二つは、方法論である。指導方法というと、指導の形態、過
程、技術の問題になる。すでに、音声言語と文字言語を含めた表現
と理解の関連指導法などが生まれてきた。したがって、言語能力と
しては、「説明的文章の読解では、盛られた内容的事実の追求だけ
でなく言語的叙述面の機能を知る。」また、「文学的教材の鑑賞指
表
現
力
を
高
め
る
イ
メ
ー
ジ
化
の
一
考
察
導では、内容にかかわる事件や主題に連らなる思想性や感化的価値
だけにとらわれず、それを支えている形象性、表現美を味わう。」
ということが大切なことだと考える。
以上の言語能力の観点から、イメージ化の関連をとらえておく。
表現の指導内容（指導事項・活動・教材）の検討はいうまでもな
いが、表現力を高めるイメージ化としては、「文字表現を主とした
方法化」「音声言語を主とした方法化」「表現指導としての方法化
（音声・文字言語を表現として統一した場合）」が考えられよう。
特に、イメージ化の手立てとして、「ふき出し法」「感想画」「セ
リフ化」「動作化」などや、指導段階に合ったものとして、「直観
的、再生的、客観的、創造的、個性的イメージ」といった学び方を
ふまえた理論を主張してきたことも事実である。そういったことは
授
業
の
中
に
生
ま
れ
た
も
の
と
、
理
論
に
あ
て
は
め
実
践
し
た
も
の
と
い
う
こ
とになろう。次に「情景」「人物（作者も含む）の心情」のイメー
ジ化にしぼって考えてみる。
二、「詩」教材のイメージ化
１
小
学
校
４
年
「
た
き
」
（
笹
沢
美
明
作
）
実
践
授
業
か
ら
●
ど
う
ど
う
と
落
ち
る
天
か
ら
ま
つ
す
ぐ
に
落
ち
る
深
美
和
夫
－２５－
Ⅲ学習のねらいⅡたきにえがかれている様子を思いうかべ、作者の
気持ちを考えながら読みとらせる。
②表現されていることばの解釈で、イメージ化が異なる。
児童の直観的イメージでは、一連を「たき」の偉大さであると表
現されていることばやさし絵で味わった。しかし、二連の「きみ」
という相手意識に対立が生まれたのである。つまり、「ぼくらの一
人」・「たき自身」をさしているという解釈になったのである。
一一連の「ぼく」は一連の「ぼくら」の「ぼく」であるが、「な
にかいっている・なんにもわからない・どなっている．なんと大き
な口だ．なんとまっかな顔だ」の表現は、「たき自身」ではないか
と
イ
メ
ー
ジ
が
対
立
し
た
の
で
あ
る
。
意見が活発になった時、客観的イメ１ジとして「ぼくらの一人」
を主張する理由としては、「なんという大きな口だ」「なんとまっ
かな顔だ」の表現を指摘し、「口」「まっかな顔」というのは仲間
の一人としての身体の一部であり、情的な象徴でもあると主張した
のてある。いつぽうの「たき自身」であるという意見は、「なんと
まっかな顔だ」の表現を力説し、たきの落ちてくる厳しさや、その
まわりをイメージ化しつつ、「なんという大きな口だ」を水ばしら
が
け
の
と
ち
ゅ
う
の
木
の
葉
も
草
も
ぼ
く
ら
の
か
み
も
手
も
び
っ
し
ょ
り
だ
●
き
み
は
ぼ
く
に
な
に
か
い
っ
て
い
る
蝋咄欺雛〃向
●
印
は
、
｜
連
と
二
連
の
初
めを指示する。
のほとばしりが人間が口をあけてさけんでいるようなものといいか
えている。やがて終末段階に、今まで表現のことばをもとにイメー
ジ化した情景や作者の立場を整理していった。ここで、児童一人ひ
とりの個性的イメージは、変容したものもいたが、直感的イメージ
と同じであると主張したものもいたのである。
結論としては、「きみ」の表現を、「たき自身か．ぼくらの一人
か」と決定はしなかった。指導者も児童も、それについては余いん
を残したのである。整理会でも、同じ考え方であった。
Ｂイメージ化に妥当性はあるか。
この例では、私自身として妥当性があると考える。つまり「ぼく
らの一人でもある・たき自身でもある」と両者を認めたい。
理由を述べる。「ぼくらの一人」の方は、一連の「ぼくらのかみ
も手もびっしょりだ」と、二連全体の表現で「ぼくらの仲間の一人
である」とイメージ化できる。「たき自身」の方は、大自然に生ま
れた「たき」の象徴表現を個性的にイメージ化しているものと考え
ればうなずけよう。一連の「ぼくら」の複数を認めつつも、「なん
にもわからない．きみはどなっている．なんと大きな口だ」の表現
で、どうどうと落ちる荘厳さを主張したと解釈したい。
ただ、作者の意図は「ぼくらの一人」を「きみ」とさしているの
ではなかろうか。児童はそこまで結論は出せまい。表現されてい
ることばのイメージ化は豊かなものであることはいえる。要は、読
み手自身の想像の奥にひそむ価値に問わなければなるまい。
２中学校２年「大阿蘇」（三好達治作）実践授業から
雨
の
中
に
馬
が
た
っ
て
い
る
一頭二頭子馬をまじえた馬の群れが雨の中にたっている
雨
は
請
々
と
降
っ
て
い
る
2６
雨
は
瀦
々
と
降
っ
て
い
る
Ⅲ
学
謝
の
ね
ら
い
Ｉ
表
現
を
味
わ
い
、
主
題
に
つ
い
て
考
え
る
。
②作者がとらえている中心の情景を、感想画として表現する生徒の
イ
メ
ー
ジ
化
。
詩
の
リ
ズ
ム
感
か
ら
、
作
者
の
え
が
こ
う
と
す
る
中
心
の
情
景
を
表
し
た
生
徒
の
感
想
画
は
多
称
で
あ
る
。
大
阿
蘇
を
前
に
し
て
の
体
験
は
、
皆
無
と
い
え
る生徒であるが、それなりにえがいている。傾向を記す。
、
外
輪
山
を
低
く
、
中
央
に
噴
煙
の
中
岳
を
大
き
く
、
馬
の
群
れ
を
小
さ
く
え
が
い
て
い
る
。
雨
に
け
ぶ
る
風
景
は
乱
雑
な
斜
点
線
で
表
す
。
、瀬々と降る剛の線をえがき、草をたべる馬三頭を詳しくする。
⑦
馬
の
親
子
を
手
前
に
大
き
く
え
が
き
、
遠
景
と
し
て
中
岳
の
噴
煙
、
さ
ら
に
外
輪
山
を
か
す
む
よ
う
に
し
て
表
す
。
（
ど
れ
も
色
エ
ン
ピ
ッ
使
用
）
こ
の
よ
う
な
感
想
画
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
性
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
よう。馬の群れを小さくえがいたり、大きくえがいた理由は、遠景
と
広
大
な
情
景
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
か
っ
た
の
に
違
い
な
い
。
③
小
学
校
２
年
説
明
文
「
日
本
の
山
々
（
あ
そ
山
）
」
の
読
解
の
イ
メ
ー
ジ
化と、上記「大阿蘇」の関連考察。
あ
そ
山
は
、
き
ゅ
う
し
ゅ
う
に
あ
る
山
で
す
。
大
む
か
し
に
、
も
の
す
ご
い
ふ
ん
火
を
お
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
も
し
百
年
が
こ
の
一
瞬
の
間
に
た
っ
た
と
し
て
も
●
な
ん
の
…
…
…
…
馬
は
草
を
た
べ
て
い
る
山
は
蝋
を
あ
げ
て
い
る
中
岳
の
頃
か
ら
う
す
黄
い
ろ
い
重
っ
苦
し
い
噴
煙
が
濠
々
と
…
…
・
・
…・・・……は省略を示す
た
め
、
あ
た
り
の
土
地
が
お
ち
こ
み
、
広
い
広
い
く
ぼ
地
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
の
く
ぼ
地
の
中
に
、
ま
た
ふ
ん
火
が
お
こ
っ
て
、
山
が
い
く
つ
も
で
き
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、
今
も
し
き
り
に
ふ
ん
火
を
く
り
か
え
し
て
い
ま
す
。
右記は、説明文「あそ山」で、上記の詩「大阿蘇」とは、学年、
教
材
領
域
も
全
く
異
な
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
化
と
い
う
表
現
読
み
に
つ
い
て
実
践
の
結
果
か
ら
比
較
し
て
み
る
。
「あそ山」の学習前に、事前調査として「ふん火．おちこみ・く
ぼ地」他の理解度を確かめたが、正解は少ない。そのまま学習の中
で、この三つの語句の意味について発表させたが、テレビ視聴や耳
に
し
た
程
度
の
「
ふ
ん
火
」
の
状
態
説
明
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
お
ち
こ
み
・くぼ地」の意味を指導者は説明する。「くぼ地」は、雨の降った
あ
と
の
状
態
、
積
雪
の
上
に
ボ
ー
ル
を
落
と
し
拾
っ
た
あ
と
の
状
態
。
さ
ら
に
「おちこむ」も含めて、外輪山の中は金沢市全体よりも広々とした
大きさであることを、掛図の提示や黒板の絵図解で示した。児童は
やっと広い広いは理解したようだが、「くぼ地」は理解したと判断
しかねたのである。写真（教科書）でもわかりにくい。
終末段階で、指導者は「重クロム酸ナトリュウム」を机上で燃や
した。「ふん火．おちこみ・くぼ地」の状態を再現したのである。
流出する粒子が形成する「くぼ地」「おちこみ」はもちろん、噴煙
や火花の粉が「ふん火」の状態を示した。この実験で、いかに「あ
そ山」の活動がすごいものなのかイメージ化できたのである。この
学
習
を
通
し
て
イ
メ
ー
ジ
化
は
、
説
明
文
読
解
、
語
句
解
釈
で
も
必
要
で
あ
る
ことを証明したようである。
いつぽう、「大阿蘇」詩教材は、感想画を主にしたイメージ化で
情
景
を
味
わ
っ
た
わ
け
だ
が
、
詩
全
体
か
ら
感
動
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
、
「
あ
そ
－２７－
⑪学習のねらいⅡ表現から作者の感動をさぐる。
②表現の巧みさを味わい、朗読や「ゴーン」の音声化を通し、作者
は
何
に
感
動
し
て
い
る
か
探
る
。
作者犀星の生活や、「寺の庭」のおよその情景を話し合った段階
で
、
表
現
の
巧
み
さ
を
分
析
し
て
い
っ
た
。
「つち」は「土」の漢字ではないという意味や、「石蕗の花」の
解説を生徒のことばで分析し、この二行をＡとする。後の一一行をＢ
としたのは、「あわれ」と「鐡」の結びから位置づけたのである。
「あわれ」とは、どんなことかのイメージ化は大切な見方、考え方
に
な
る
。
生
徒
は
「
み
じ
め
・
な
さ
け
な
い
．
か
わ
い
そ
う
」
な
ど
と
当
然
の
答
を
出
し
つ
つ
作
者
の
気
持
ち
に
迫
ろ
う
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
鐘
の
鳴
る
」
を鑑賞するため一～三行を朗読し、「ゴーン」と音声化を入れ四行
を
黙
読
し
て
い
っ
た
。
こ
の
Ａ
と
Ｂ
の
分
析
か
ら
、
Ａ
で
は
「
落
ち
つ
い
た
、
や
わ
ら
か
い
、
し
っ
とりとした土の庭であり、その上に石蕗の可憐でありやさしい花を
み
た
。
ゆ
と
り
の
あ
る
恵
ま
れ
た
思
い
を
。
」
Ｂ
で
は
「
作
者
の
生
き
て
き
た
今の身を、想いふける。…（あわれの意味のむずかしさ）…．．…。その
時、ゴーンと鳴る鐘の音で我を知って。…。」というようにイメージ
化したと思う。生徒の表情から少し緊張はみられたが「作者自身が
寺の庭にいて、自然の奥ゆかしさにひきこまれ、我を想う瞬間、ゴ
山」の語句解釈のイメージとの攻め方に特性があると考える。この
ことから、イメ１ジ化の是非論が生じてきそうである。
３
中
学
２
年
補
助
教
材
「
寺
の
庭
」
（
室
生
犀
星
作
）
実
践
授
業
か
ら
Ａ（炉舳噸細鮒洲おい
Ｂ臓ふ舳蜘荊川剛育ちに｛Ⅱ旧回旧四閾同閼山Ｎ］
Ａ
（
Ｂ
（
は
学
習
中
に
分
析
し
た
構
成
記
号
－ンの鐘の音で自分を見直した。」と学習したと考える。
③「あわれ知る」「ゴーン」のイメージ化の価値について、
「あわれ知る」の意味を「みじめ・なさけない．かわいそう」な
どと解釈したことは、生活感情を味わってのものであり否定はでき
ま
い
。
し
か
し
、
文
学
性
の
「
あ
わ
れ
」
と
い
え
る
「
も
の
の
あ
わ
れ
」
と
同
次元でないことは確かであった。とはいうものの指導者は、「もの
のあわれ」を解説することは、イメージを限定してしまうことにな
る。決定することはむずかしい。「ゴーン」と音声化していく一人
ひとりのイメージの深さ・広さが「あわれ知る」の味わいである。
「ゴーとの音声化は、作者の気はくに迫る手段といいたい。つ
まり作者が寺の庭に立ち、「ああγ・おれはノ」という存在をみつ
めた瞬間、「ゴーン」と鐘の鳴るのを耳にした……．．ふっとよぎる感
動…・…・その感動こそイメージ化になるのであったと考える。こうし
た実践で、作者自身の生き方に対して理解も深まったようだ。
三
、
文
学
的
教
材
で
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
た
め
の
基
盤
１
、
詩
教
材
の
特
性
学習する前に、児童・生徒の実態をとらえ生かすことだとの声は
わ
か
る
。
語
句
の
意
味
解
釈
を
調
査
し
た
り
、
題
名
を
聞
い
て
連
想
す
る
考
え
をノート書かせるのもその一つであろう。
しかし、単に実態を尊重することに重点をおいたから表現読みや
作者の意図、主題に迫り得たかどうかの分析ができたといえない。
特に詩の鑑賞では、全体に流れる表現リズムに成立する感動が大切
な
の
で
あ
る
。
詩
は
、
独
特
の
リ
ズ
ム
・
こ
と
ば
の
ひ
び
き
を
も
っ
て
い
る
。
このことばのひびきに則して解釈することが大切である。今までに
述べてきた実践授業例は、「表現をどう解釈するか」ということに
ついての手段として、「イメージ化」方法の例の一つを記したわけ
2８
②大造じいさん自身が、残雪との出会いで得た行動をかみしめ、自
分の残雪にしてやった行為そのものを誇らしげに思ったのか。
①②のような分析は、指導者もそうだが児童の中からも出てくる
と予想されたのである。こうした物語の形象を探ったりするのが読
①
こ
の
「
ほ
れ
ば
感動だろうか。
で
あ
る
。
そ
れ
が
情
景
や
作
者
の
心
情
に
迫
り
得
る
こ
と
で
な
い
か
と
い
う
前
提であったわけである。
表現全体や文脈の中核になる語句で、児童・生徒の感動を「そう
か
、
よ
く
考
え
た
な
。
」
と
い
っ
て
一
人
ひ
と
り
を
認
め
る
こ
と
は
否
定
し
な
いが、どんな見方・考え方でもよいとはいえまい。その理由を正し
く
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
行
間
の
読
み
と
か
、
さ
し
絵
な
ど
の
イ
メ
１
ジ
か
ら
く
る
考
え
方
を
聞
く
と
、
確
か
に
読
み
手
と
し
て
の
実
感
が
わ
か
り
、
指
導
者
と
し
て
も
ど
う
判
断
す
れ
ば
よ
い
か
迷
う
こ
と
が
あ
る
。
そ
う
い
う
時
こ
そ
「
Ａ
は
そ
う
考
え
る
の
だ
ね
。
み
ん
な
は
Ａ
の
思
い
を
ど
う
判
断
す
る
か
な
。
み
ん
な
の
考
え
は
Ａ
と
ち
が
う
と
し
た
ら
ど
ん
な
考
え
か
な
。
」
と
い
う
よ
う
に
相
互
の
見
方
・
考
え
方
を
出
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
作
者
の
表
現
意
図
に
迫
る
手
段
で
あ
り
、
個
性
的
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
新
し
い
創
造
の
世
界
に
ひ
た
っ
て
い
け
る
の
だ
と
考
え
た
い
。
２
、
物
語
教
材
の
特
性
詩
教
材
の
特
性
に
述
べ
た
こ
と
は
、
物
語
教
材
の
特
性
で
も
あ
る
。
加
え
る
と
す
れ
ば
、
読
み
手
（
児
童
・
生
徒
と
は
限
ら
な
ど
を
育
て
る
と
い
う
価
値
を加えたい。いいかえれば、自分自身で自覚する価値である。
小
学
校
５
年
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
が
ん
」
（
椋
鳩
十
作
）
の
教
材
分
析
を
し
た
時
、
指
導
者
は
次
の
表
現
て
悩
み
・
●
そ
う
し
て
、
残
雪
が
北
へ
北
へ
と
韮
た顔つきで見守っていました。
校５年「大造じいさんとがん」
指導者は次の表現で悩みぬいた。
「
ほ
れ
ぼ
れ
」
は
、
が
ん
の
頭
領
と
し
て
行
動
し
た
残
雪
に
対
し
て
の
残
雪
が
北
へ
北
へ
と
飛
び
去
っ
て
行
く
の
を
、
ほ
れ
ぼ
れ
と
し
みの価値であることはいうまでもない。文学性にひたることになる
わけである。
結論は、両者とも含めてよいだろう。どちらか一方であると決め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
落
ち
つ
い
た
。
前
後
し
て
「
作
者
に
聞
い
てみよう。」との願いを依頼され、作者（椋鳩十）に会う機会を得
たので親しく「ことばのひびき」の是非論を交わした。作者は、迷
わ
ず
私
の
説
明
を
聞
い
て
解
い
て
く
れ
た
。
「あなたの質問は、語句の吟味（イメージ化）としてよく考えて
います。私は作者として、①②のどちらだと思って著してはいま
せ
ん
。
作
者
と
い
う
も
の
は
、
物
語
全
体
の
形
象
と
し
て
「
ほ
れ
ぼ
れ
」
の
意味を考えてほしいのです。読み手の方に味わってほしい。」
冷
水
を
浴
び
た
よ
う
で
あ
っ
た
私
は
、
読
み
手
自
分
自
身
が
ど
う
解
釈
す
る
か
と
い
う
基
盤
を
失
っ
て
い
た
の
で
な
い
か
と
反
省
し
た
の
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
化
と
い
う
こ
と
は
、
読
み
味
わ
う
こ
と
の
自
分
を
見
つ
め
、
自
分
で悩むことに作品の世界に迫り得るのだと考えている。
（金沢市教委指導主事）
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